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 先日、国の中央防災会議の調査部会は「現時点では、自身の発生

時期や場所、規模を予測する科学的手法はない」と発表しました。 

 

 これまでも、警戒宣言後に社会活動を厳しく制限するような地震

予知は「できない」と多くの学者は考えていましたが、気象庁は、

震源域が陸に近く充実した観測網で24時間監視している東海地域

だけは特別で、地震予知の可能性があると説明してきました。 

 

 日本は世界有数の地震国であり、世界に誇る観測網が設置されて

いますが、東日本大震災も、熊本地震も予知されていません。 

 

 また、地震が起きるときは前兆現象があるといわれます。 

しかし、いずれの地震においても前兆現象は観測されていません。 

  

 今回の発表を聞いて「やはりそうだったか」と思いました。 

また、不動産取引には欠かせないハザードマップも、信頼しすぎて

はいけません。マップはあくまで目安。なにかあったときは行政責

任だと訴える方もいますが、自分を守るのは自分です。 

地震予知は不可能 

 建物を修繕すると賃料を増額できるかが、問題となりま

す。 

 そもそも、賃貸中の建物が破損したり老朽化した場合に

は、貸主は自分の費用で修繕する義務がありますから、通

常の修繕であれば、修繕費がかかったからといって賃料の

増額が認められることはありません。 

 しかし、借地借家法では次の場合には賃料の増額を請求

できると定めています。 

①土地もしくは建物に対する固定資産税の増加 

②土地もしくは建物の価格の上昇 

③近傍同種の建物の家賃に比較して不相当となったとき 

④その他の経済事情 

 上記のように、通常の修繕を行ったからといって賃料を

増額できるわけではありませんが、建物の価格が上昇する

ほどの大規模な修繕を行った場合であれば、賃料の増額は

請求できます。 

 とはいえ、増額できるとしても無制限にできるわけでな

く、その建物相応の金額に応じて増額できるだけです。 

 つぎに、「契約期間内は解約できない」という解約禁

止条項がある場合は、賃借人は解約できないのでしょう

か。 

 もっとも、解約禁止といっても、無理やり居住させる

わけにもいきませんので、原状回復などの手続きを経て

住居を明渡した場合は、結局、賃貸借契約は終了し、あ

とは条項違反による損害賠償が発生するか、ということ

になります。 

 判例では、契約残存期間の賃料総額を損害賠償とする

のは暴利行為で公序良俗に違反し、一部のみ認めたもの

があります。 

 また、居住用の賃貸契約では、相当期間（3～６カ月）

の予告をすれば、賃借人は解約できるという説もありま

す。 

 ※「貸主および借主は、いずれも６ヶ月前に通告すれ 

   ば、いつでも解約が出来る」という契約の場合で 

   も、貸主が解約する場合は、正当事由が必要であ 

   り、この条項通りの効力は認められません。 

   一方、借主は予告期間を遵守すれば解約すること 

   ができます。 
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ん。結局、往復で一時間ほどロスしましたが、幸い今日は休

日、時間はたっぷりあります。 ゆっくり楽しみながら掃除する

ことにしました。 

 車を駐車場に停め玄関を開けると、木の香りがぷーんと

匂ってきます。あゞ、ここが我が家になるのか。そう思うと不意

に涙がこぼれました。 

 自分の家を持つのが夢だった母のことを思い出したので

す。 母は頭金さえ貯めればなんとかなると、がむしゃらに働

きました。 

 少々、体の調子が悪くても仕事を休みません。そのうち治る

からと病院にも行きません。芯の強い母でした。 

 その日、滅多に弱音を吐かない母が私に言いました。 

「病院に行きたいけど怖いの。博、いっしょに付いて来て」 

 初めて見せたその弱い姿に、私は嫌な予感がしました。 

結果は無情にもガンでした。それも手遅れで余命１～２ヶ月と

のことです。 

 奇跡は起きませんでした。夢叶うことなく５２才という若さでこ

の世を去った母。ほんとうに働きづめの人生でした。 

 あれから７年。いま私は母の夢だった自分の家を手に入れ

ようとしてます。                     次号に続く 
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どっちもどっちどっちもどっちどっちもどっちどっちもどっち    

 前回は、建物の完成チェックもしないのに金を払え・・・と 

いうところまででした。 

 担当者から鍵を預かり、週末はひとりで部屋の掃除の予定

です。父は「すまんな」と言うだけで端から手伝う気がありませ

ん。 

 その日、朝から雲一つない気持ちの良い天気でした。 

しかし、このぶんでは、日中は相当暑くなりそうです。 

 車に掃除道具と着替え、それに弁当、お茶も積み込み現

地へと向かいます。 

 名古屋市内から北方面に向かうと、やがて庄内川に差し掛

かります。このあたりから景色は一変し、のどかな田園地帯が

広がります。 

 カーステレオ（当時はそう呼ばれていた）からは、なぜか菅

原洋一の「今日でお別れ」が流れています。 

 今日でお別れね。もう逢えない・・・ 

曲につられ、しんみりとしているとき、ふと気が付きました。 

鍵がない・・・ 

 着替えや弁当のことで頭がいっぱいで、鍵のことをすっかり

忘れていました。まったく情けなくなりますが戻るしかありませ 


